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１０月１日

午前Ｏ時

日
本
中

戸
ご
ど

人
ご
ど

国
勢
調
査

昭
和
四
十
年
十
月
一
日
、
国
勢

調
査
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
は
’
先

月
号
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
で
す
。
国
見
町
で
は
す
で
に
五

十
六
名
の
調
査
員
が
任
命
さ
れ
、

そ
の
研
修
会
も
開
か
れ
、
九
月
二

十
四
日
か
ら
は
各
家
庭
を
訪
間
し

て
、
調
査
票
と
そ
の
記
入
例
を
お

配
り
い
た
し
ま

す
。
配
布
さ

れ
た

調
査
票
や
記
入
例
を
よ
く
読
み
、

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
調
査
貝
に

よ

く
き

い
て

、
正
確

に
記
人
し
て

く
だ
さ
い

ブ
記
入
す

る
訓
査
の
こ

と
が
ら

は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
氏

名

二
、
世
帯

主
と
の
続
柄

三
、
男
女
の
別

四
、
出
生
の
年
月
日

五

、
配
偶

の
関
係

六
、
国
籍

七

、
仕
事

を
し

た
か
ど
う
か
の
別

八
、
従
業

の
地
位

九
、
勤

め
先

、
業
主
な
ど
の
名
称

十
、

勤
め
先
、
業

主
な
ど
の
事
業

の
種
類
（
具
体
的
に
Ｊ

十
一
、
本
人

の
仕
事
の
種
類

’
莇

体
的
に
く
わ
し
く
）

十
二
、
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

十
三
、
世
帯
の
種
類

十
四
、
居
住
の
種
類

十
五
、
居
住
室
数

十
六
、
居
住
室

の
畳
数
の
合

計

も
れ
な
く
　

正

し
く

国

勢

調

査

国
勢
調
査
の
対
象
と
な
る
人

は

そ
の
世
帯
に
爿
爿

眉
羽

倒
刈
刻
吋

－
る
人
」
で
す

「

ふ
だ

ん
住
ん
で
い
る
人
」
と
は

十
月
一
日
現
在
そ
こ
に
す
で
に
三

か
月
以
上
住
ん
で
い
る
か
、
ま
た

は
最
近
移

っ
て
き
て
ま
だ
三
か
月

に
な

っ
て
い
な
い
が
、
十
月
一
日

の
前
後
を
通
じ
て
三
か
月
以
上
に

わ
た
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い

る
人
の
こ
と
で
す
。

た
ま
た
ま
旅
行
や
出

か
せ
ぎ
な

ど
で
一
時
不
在
の
人

は
、
不
在
期

間
が
三
か
月
以
上

に
わ
た
ら
な
い

と
き
は
自
宅
で
調
査
し
、
三

か
月

以
上
に
わ
た
る
と
き
は
旅
行
先
や

出

か
せ
ぎ
先
で
調
査
し
ま
す
。

た
だ
し
特
別
の
例
と
し
て
、

つ

ぎ
の
人

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ

に
述

べ
る
場
所
で
調
査
し
ま
す
。

ア
、

一
。寄
宿
舎
、
下

宿
な
ど
か
ら

通
学
し
て
い
る
学
生
、

生
徒

」
そ
の
寄
宿
舎
、
下
宿

な
ど

イ
、
「
病
院
、
療
養
所
な
ど
の
人

院
患
者

」

す
で
に
三
か
月
以
上
入
院

し

て
い
る
人
…
…
入
院
の
病
院

な
ど

入
院
し
て
か
ら
三
か
月
に
な

ら
な
い
人

…
…
自
宅

ウ
、
船
舶
の
乗
組
員
…
…
自
宅

エ
、
刑
務
所
、

拘
吐
所
の
収
容
者

の
う
ち
刑
の
き
ま
っ
て

い
る

人
と
少
年
院
な
ど
の
収
容
者

…
…
そ
の
収

容
さ
れ
て
い
る

刑
務
所
な
ど

十
月
一
日
午
前
零

時
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
は
調
査

し
ま
す
が
、
そ

の
後
に
生
ま
れ
た
人

は
調
査
し
ま

せ
ん
。

‐「

月
一
日
午
前
零
時
以
後
に
死

ん
だ
人

は
そ
の
生
前
の
状
態
を
調

査
し
ま
す
。

こ
の
調

査
で

は
、
住
居
登
録
や

配

給
の
届
け
出
に
関
係
な
く
、
そ

の
人

が
実

際
に
「
ふ
だ
ん
住
ん
で

い
る
」
と

こ
ろ
で
調
査
し
ま
す
。

国勢調査員一覧表

宮崎　 繁 泉 田 上

仲野周一郎　泉 田 中

蓬田　一生　泉 田 下

佐藤　精
一　小　　坂

佐藤久兵衛　太 田 川
安藤　良

一　前　　田

野村　勇助　板　　橋
佐藤善一郎　鳥　　取
新村　国夫　内 谷 朿
鴨田　清作 内 谷 西
菊地　平助　石母田原
佐藤　正明　石毋田東
菊地　利雄　石毋田凹

゜i二1‾　平゜ 石 母 田八尸　　゜ 表、北

斎藤　利男　笵　　冷

三木 卯吉 源 宗 山

吉田　栄作　寓 店 幣

高橋　勝美　山 崎 北
菅野 一芙 山 崎 圉

吉田　 栄 嚮
崎

禁

高橋　
正夫　駅　　前

羽服善兵工　銷　　町
秦　 正志 大 町 北
紺野平二郎　本　　町
奥山　邦夫 宮 町 北
阿部　重男　　　j･

渡辺　孝一　乱 酒

宮内　ミエ　本　　町

秦　 精三jl
町

諮

岩城 重夫 大 町 南

佐久間英明　譜　　 呉

大沼　 六郎　貝 田 下

佐藤　 勝治　 貝 田 上
加藤　 万拙　光 明寺北
遠藤　 重俊　光 明寺南
後藤　 愽 高 城 北
大内　　 稔　山　　 根
斎藤　 昭保　　x/
阿 部　　 長　大木戸北

八島　 健一　 高 城 南
松浦喜一郎　大木 戸南

瀬戸 瑞 夫　萃　 箆

佐藤　 長寿　並　　 柳

小林　 福治　§も　　WI

鈴木　 幸一　 川　　 内

鈴木　 昭一　　//
佐久間唯重　 愀　　 １

佐ぺ間回　jJ　　 ；

吉田　 正雄　 愀　　 ４
佐 藤　正巳　 愀　　 ３
佐 藤　充作　 汁　　 ７

佐
藤 茂良　 徳 江 北

佐久間成美　 愀　　 ８
蓬田　 正敏　 愀　　 ９

菊地 憲七 塚 野 目

高梨　 正広　　　/7

第12 回町民体育大会

１０月３`日 藤 田 小 学 校

町
村
合
併
を
記
念
し
て
始
め

ら
れ

た
町
民
体
育
大
会
も
今
年

で
十
二

回
目
を
迎
え
た
。
今
年

は
農
協

も
合
併
し
て
い
よ
い
よ

広
域

行
政
の
段
階
に
入
り
、
名

実
共
に
大
国
見
町

建
設
に
向
っ
て
一

万
三
予
町
民
が
融

合
協
力
す
べ
き
と

き
で
あ
る
と
の
趣

旨
か
ら
、
町
内
各

地
区
各
団
体
機
関

一
体
と
な
り
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ゾ
を
と
お
し

て
町
作
り
に
ま
い

進
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
国
民
ス
ポ

ー
ツ
の
口
十
月
三

日
（
日
）
藤
田
小

学
校
運
動
場
で
行

な
う
町
民
体
育
大

会
に
は
老
若
男
女
こ
ぞ
っ
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
年

の
主
な
櫁
目
次
の
と
お
り
で
あ

る
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
（

多
少
の
変
更
は
お
ゆ
る

し
く

だ
さ

い
）

○
個
人
競
枝

○
一
般
の
部

一

〇
〇

メ
ー
ト
ル
（
女
）

二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
（
男

）

お
し
ど
り
レ
ー
ス
（

夫
婦

）

三
代
リ
レ
ー
　

（

親
子
孫
）

○
青
年
の
部

二
人

で
行
き
ぎ
し
よ
う
（
胄

年
団
）

一
分
間
レ
ー
ス
　

（
青
級

）

あ
な
た
と
共

に
．
（
同

）

八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ

ー

○
婦
人

の
部

ス
プ
ン
レ
ー
ス
（
婦
人
会
）

明

る
い
社
会
（
婦
人
学
級
）

豆
拾

い
（
　

農
協
婦
人
部
）

借
り
物

レ
ー
ス
（
白
ゆ
り
会
）

○
農
贋
連
・
農
研

サ
ッ

ク
レ
ー
ス

○
消
防
団
の
部

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル

ー
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

○
軍
恩
連
の
部

び
ん
つ
り

○
交
通
安
全
会
の
部

ゆ
っ
く
り

い
そ
げ

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部

お
て
て
つ
な
い
で

○
老
人

ク
ラ
ブ

宝
ひ
ろ
い

○

部
落
長
の
部

び

ん
つ
り

○
議
員
・
教
育
委
員

の
部

輪
廻
し

○
米
賓
の
部

風

船
わ
り

○
役
員

の
部

輪
廻

し

○
職
場
対
抗
の
部

一
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

（
男
五
人
組

）

五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

（
女
五
人
組

）

Ｏ
団
体
競
枝

○
青
年
の
部

玉
こ
ろ
が
し

○
婦
人
の
部

ボ

ー
ル
送
り
（
婦
人
会
対
抗
）

玉
入
れ
　
　
　
　
（
同
前

）

み
ん
な
で
守
り
ま
し
よ
う

｛

婦
人
学
級
方

部
対
抗

｝

○
農
協
の
部

豊
年
万
作
（
農
協
婦
人
部
方

部
対
抗

）

鈴
わ
り
　

（
職
員
課
対
抗
）

侫
運

び
　
　
　

｛
農
青
連

｝

○
軍
恩
連
の
部

出
雲
の
神
様
（
紅
白
対
抗
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部

綱
引
　
　
　

（
紅
白
対
抗
）

○
老
人
ク
ラ
ブ
の
部

玉
入
れ
　
　

（
方
部
対
抗
）

○
議
会
白
ゆ
り
会
対
抗

玉
入
れ

○
演
技

豊
年
踊
り
　
　

（

全
員
）

フ
オ
ー
ク
ダ
ｙ
ス
（

青
級
）

百
年
桜
・
明
治
前
夜
（
婦
人

会
・
婦
人
学
級
）

か
す
り
音
頭
（
農
協

婦
人
部
）

農
民
体
操
　
　
　

（
同

）

火
の
用
心

パ
レ
ー
ド
（
消
防
）

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
（
交
通

安
全
会
）

肩
た
た
き
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

野
試
合
　
　
　

（

剣
友
会

）

体
操
　
　
　
　

（
中
学
生
）

ど
う
ぞ
お
元
気
で
…
…

長
命
者
に
敬
老
年
金
贈
る

九
月
十
五
日
老
人
の

日
を
前
に
県
で
は
八
十

八
才
以
上
の
高
令
者
μ

対
し
、
三
千
円
の
敬
老

年
金
を
贈
り
、
永
年
の

労
に
む
く
え
た
。
わ
が

国
見
町
で
こ
の
恩
典
に

浴
す
る
こ
と
の
で
き
る

高
令
者
は
左
記
の
と
お

り
十
二
名
で
、
昨
年

と

同
数
で
あ
る
。
尚

八
十

才
以

上
の
方
百
二
十
名

に
対
し
、
赤
井
畑
町
長

か
ら
年
金
を
贈
り
、
今

後
ま
す
ま
す
元
気
で
長

生
き

さ
れ

る
よ
う
は
げ

ま
し

た
。
又
十
月
一
日

に
は
婦
人
団
体
な
ど
の
協
力
を
受

け
て
敬
老
会
を
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
多
数
参
加
さ
れ
た

い
。八

十
八
才
以
上
の
長
命
者
並

に

八
十
才
以

上
の
高
令
者
氏
名
次

の
通
り
。

八

十

才
以
上
の
高
令
者
を
大
字

別

に
掲
げ
て
み

る
。

・
藤
田

男
一

７

女
一
七
計
二

八

斎
藤
政
之
助
　

奥
山
カ
ヤ
　

東

海
林
忠
次
郎
　

榊
よ
ち
　

佐
膝

条
次
郎
　

本
田

セ
ツ
　

山
崎

キ

ョ

ノ
　

阿
部
喜
平
　

阿
部
（

ツ

小
西
ト
モ
　

菅
野
安
吉
　

武
田

ヨ
ネ
　

鈴
木
ス
イ
　

阿
部

ヨ
シ

ノ
　

高
橋

キ
ク
　

松
浦

マ
キ

徳
江
源

助
　

阿
部

チ
カ
　

大
和

田
幾
三
　

佐
久
間
喜
一
　

伊
勢

セ
ソ
　

宍
戸
ま
ん
　

仲
田

し
も

武
田
荘
八
　

蓬
田
喜
左

Ｉ
門

宮
沢

マ
ツ
　

古
関
親
之
助
　

小

林

タ
ミ

○
石
母
国
　

男

一
　

女
九
　

計
十

後
藤
ア
キ
　

佐
藤

ヱ
リ
　

阿
部

（

ク
　

斎
藤
う
ら
　

阿
部
チ
カ

宍
戸
喜
太
郎
　

斎
藤
フ
ク
　

市

川
ナ
ジ
　

斎
藤
ト

メ
　

佐
々
木

ワ

キ

○
山
崎
　

男

五
　

女
五
　

計
十
　

村
上
ヒ
ロ
　

高
橋
福
次
郎
　

八

島
喜
一
　

高
橋
喜
蔵
　

浅
野
善

蔵
　

八
島
林
次
郎
　

八
島
キ
チ

浅
野
（

ル
　

吉
田

ヨ
ネ
　

吉
田

ヤ
ス

○
小
坂
　

男

一
　

女
一
　

計
二
　

加
藤
キ
ョ
　

佐
藤
彦
古

○
泉
Ⅲ
　

男
一
　

女
三
　

計
四
　

佐
藤
サ
ッ
　

安
藤
フ
サ
　

佐
藤

兵
助
　

阿
部
イ
チ

⑤
鳥
取
　

男
二
　

女
三
　

計
五

高
橋
忠
次
郎
　

高
橋
ヅ
ソ
　

後

藤

ミ
ョ
　

高
野
喜
三
郎
　

遠
藤

テ
ッ

○

内
容
　

男
三
　

女
○
　

肚

二
　

菅
野
広
三
郎
　

安

藤
庄
吉
　

古

内
初
太
郎

り

森
山
　

男
○
　

女
九
　

計
九

谷
津
ユ
ソ
　

佐
藤

フ
ジ
　

宍
戸

サ
ト
　

佐
藤
ナ
チ
　

佐
藤
ナ
カ

佐
藤

シ
モ
　

小
幡
く
ら
　

佐
藤

チ
ウ
　

石
川
（

ツ

○
徳
江
　

男
二
　

女
九
　

計
一
一

斎
藤
サ
ソ
　

斎
藤
ミ
子
　

渡
辺

喜
蔵

・・
新
見
て
る
　

八
巻
キ
ョ

後
藤
（

ル
　

宍
戸
シ
モ
　

後
藤

カ
ネ
　

大
波
ヱ

キ
　
徳
江
ト
ミ

蓬
田
重
吉

○
塚
野
目
　

男
○
　

女
四
　

計
四

菊
地
リ
カ
　

菊
地
ミ
ン
　

菊
地

フ
ョ
　

佐
藤
ク
キ

Ｏ
貝
田
　

男
一
　

女
二
　

計
三
　

佐
藤
宇
吉
　

谷

津
キ
ク
　
阿
部

（

ナ

○
光
明
寺
　

男
二
　

女
二
　

計
四

遠
藤
ナ
チ
　

遠
藤
文
吉
　

桜
沢

ク
ニ
　

畑
中
久
兵
衛

○
高
城
　

男
三
　

女
三
　

計
六
　

松
浦

ヨ
テ
　

佐
藤
ユ

キ
　
佐
藤

セ
キ
　

後
藤
今
朝
太
郎
　

長
谷

川
市

寿
　

八
島
儀
右

工
門

Ｏ

大
木
戸
　

男
一
　

女
二
　

計
三

阿
部
庄
平
　

忍
コ
ク
　

武
田

卜

Ｏ
西

大
枝

男
三

女
一
〇

計
一
三

鈴
木

イ
チ
　

小
林
イ

シ
　

鈴
木

ツ
マ
　

松
浦
テ

ル
ヨ
　

新
井
（

ツ
　

鈴
木

シ
ｙ
　

菊
地
ナ
ヲ
　

佐
藤
ツ
ル
　

佐
藤
幸
七
　

菊
地

ツ
子
　

瀬
戸
友
次
郎
　

佐
藤
弥

太

郎
　

佐
藤
ア

キ

○
川

内
　

男
二
　

女
二
　

計
三
　

後

藤
せ
っ
　

岩
城
伝
蔵
　

鈴
木

清

吉
　

佐
久
間

サ
イ

こ

れ
を
方
部
別

に
整
理
し
て
み

る

と
次
の
よ
う
に
な
る
）

地
区

名
　

男
　
　

女
　
　

計

藤
　

田
　

一

七
　

三
一
　
　四
八

小
　

坂
　
　
　
七
　
　

七
　
　
一
四

森
江

野
　
　

二
　

二
二
　

二
四

大
木

戸
　
　

七
　
　

九
　

一
六

大
　

枝
　
　

五
　

匸
一
　
一
七

計
　

三
八

八
一
　
一
一
九

新
体
育
指
導

委
員
き
ま
る

永
ら
く

お
骨
折
り
を
い
た
だ
い

た
体
育
指
導
委
員
の
任
期
が
終
っ

た
の
で
新
し
く
次
の
方
が
選
任
さ

れ
た
。

佐

藤
　

元
一
　
（
小
坂
）

菅
野
　

文
男
　
（
内
谷
）

羽
根
　

羔
二
　

（
藤
田
）

稲
村
　

克
巳
　
（
藤
田
）

佐
藤
　

英
彦
　
（
山
崎
）

吉
田
　

良
匱
　
（
山
崎
）

斎
藤
勇
五
郎
　
（
石
母
田
）

八
巻
　

忠
一
　
（
徳
江
）

伊
藤
　

一
敏
　
（

森
山
）

阿
部
　

恒
夫
　
（
大
木
戸
）

遠
藤
　
　

剛
　
（

大
木
戸
）

玉

手
　

正

平
　
（
西
大
枝
）

佐
藤
喜
久
雄
　
（
西
大
枝
）

佐
野
　

貞
治
　
（
役
場
）

春
日
　

一
憲
　
（
公
民
舘
）

○

こ

の

調

査

伸

び

る

日

本

の

基

礎

づ

く
　
り
…
…
…

親

も

子

も

孫

も

調

査

の

仲

間

入

り

く
に
み



便
所
の
手
洗
い
な
ぞ

す
る
ど
く
光
る
監
視
の
目

一

日

食

品

衛

生

監

視

員

去
る
八
月
二
十
日
、
「
一
日
食

品
衛
生
監
視
員
一

に
よ
る
巡
視
が

行
な
わ
れ
た
。
町
内
婦
人
会
や
保

健
委
員
な
ど
の
代
表
十
二
名
は
、

ま
ず
役
場
会
議
室
に
お
い
て
保
健

所
長

か
ら
辞
令
を
受
け
、
監
視
員

と

し
て
の
心
得
を
き
き
、
揃
い
の

腕
章
を
つ
け
、
二
班
に
わ
か
れ
て

出

か
け

る
。
菓
子
屋
、
そ
ば
屋
、

ト
ー
フ
屋

、
キ
ャ

ン
デ
ー
屋
、
魚

屋
、
食
堂
な
ど
を
抜
き
打
ち
的
に

訪
問
し
、
製

造
販
売
の
施
設
、
設

備
や
従
業
員

の
衛

生
管
理
の
状
況

を
し
ら
べ
て
迴
わ
る
。
あ
く
ま
で

消
費
者
の
立
場
に
立

。
て
す

る
ど

い
監
視
の
目
を
光
ら
せ
、
そ
の
結

果
を
く
わ
し
く
調
査
表
に
記
入
し

、
午
後
は
こ
れ
を
持
ち
よ
っ
て
話

し
合

い
、
食
品
業
者
な
ら
び
に
保

健
所
や
役
場

に
要
望
し
た
。
今
回

巡
視

さ
れ
た
の
は
鈔
業
種
か
ら

Ｉ

～
二
軒

づ
つ
で
、
町
内
業
者
の
一

部
分

に
過
ぎ
な
い
の
で
、
こ
れ
を

も

っ
て
全
体
を
推
測
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
今
度
見
た
と
こ
ろ

の
感
想

と
し
て
次
の
よ
う
な
こ

と

が
あ
げ
ら
れ

る
。
思
い
あ
た
る
か

た
が
あ

っ
た
ら
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き

た
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

―
、

便
所
の
手
洗
い
を
完
全
に
し

て
も
ら
い

た
い
。

２
、
（

エ
が
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ

る
、）

３
、
床
を
よ
く
洗
い
、
排
水
を
よ

く
す

る
。

４
、
菓
子
を
と
り
扱
う
と
き
の
ス

コ
ッ
プ
、
（

サ
ミ
な
ど
の
数
を

充
分

に
そ
な
え
る
。

５
、
手
の
爪
を
み
じ
か
く
切
り
、

よ
く
洗

っ
て

お
く
。

６
、
服
装

を
清
潔
に
し
、
白
衣
、

白
帽

を
つ
け

る

７

、
住
居
と
販
売
所
、
製
造
所
の

く
ぎ
り
を
つ
け
て

お
き
た
い
。

８
、
外

ば
き
（
特

に
便
所
用
）
の

ま
ま
で
製
造
所
に
入
ら

ぬ
よ
う

に
し
た
い
。

９

、
店
や
工

場
の
内
部

だ
け
で
な

く
、
外
ま
わ
り
も
よ
く
整
頓
し

清
潔
に
し
て
お
く
こ

と
。
特
に

下

水
溝
は
常
に
き
れ
い
な
水
が

流
れ
て
い
る
よ
う
に
し
た
い
。

モ
シ
　

モ
シ
…
…
・：

役
揚
に
交
換
機
人
り
ま
し
た

こ
れ

ま
で
役
場
の
電
話
は
、
各

課
ご
と
に
番
号

が
定

め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ

ん
ど
交
換
台
の

設
備

に
よ
り
、
役
場
電
話
番
号
の

9番

75番

136番

139番

の
ど
の
番
号
を
呼

ん
で
も
一
旦
交

換
機
に
入
り
交
換
手
が
出

ま
す
の

で
、
そ
の
あ
と
何
々
課
、

ま
た
は

何
課
の
淮
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
日
と
か
、
勤
務
時
間

外
と
か
ひ
る
の
休
け
い
時
間
（
正

午
か
ら
午
後
一

時
ま
で

）
に
は
交

換
機
を
使
川
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

雷

話
に
よ

る
と
き
は
九
番
を
呼
ん
一
で
下

さ
い
。

業
者
と
消
費
者
の
話
し
合
い
を

食
べ
物
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
一
日
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
大
切
な
も
の
で
、
そ
の
良
否

が
直
接
国
民
の
健
康
に
大
き

な

影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ

と
は
事
実

で
あ
る
．
国

で
は
食

べ
物
の
衛

生
に
つ
い
て
万

全
を
期
す

る
た

め
に
「
食
品
衛
生
法
」

と
い
う

法
律
を
定
め
て
そ

の
安
全
を
守

る
よ
う
に
し
て
い
る
．

こ
の
法
律
に
よ
．つ
で
、
食
品

を
製
造

し
た
び
皈
売

し
て
い
る

業
者
に
は
．、
そ
の
施
苓

訛
備

や
鋩
亊
者
の
健
廩
管
理
な
ど
に

つ
い
て
き

び
し
・卜
条
件
を

づ
け

、
モ

．の
実
行
な
義
務

づ
け
吏
に

「
食
品
衛

生
監
視
員
」

を
お
い

て
た
え
ず
こ

れ
を

監
視
し
、

不

備
な
点
に
つ
い
て

は
指
導

監
督

し
て
い
る
。

し
か
し
、

な
ん
と
い
っ
て

も

広
い
業
界

に
わ
ず
か
な
監
視
員

（

保
原

保
健
所

管
内

に
三
人

）

で
は
。
手

も
目

も
廻

り
か
ね
、

散
発
的

に
健
康

診
断
や

施
設

の

巡

視
を
ず
る
に
過

ぎ
な

い
。
ほ

ん
世
冫
に
食
品
衛
生
を
徹
底
す

る

に
は
、
業
者
が
良

心
的

に
法

・
を
守

り
で
く
れ
る
ほ
か
に
は
方

法

が
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
栗
者
が
ほ
参
と
う
に
法
を
守

る
か
ど
５

か
を
監
視
し
。
無
言

の
う
ち
に
そ
の
実
行
を
迫
る
の

が
一
般
消
費
者
で
あ
る
。
き
れ

い
な
店
、
衛
生
的
な
店
に
客
足

が
向
く

よ
う
に
な
れ
ば
、
き
た

な
い
店
、
非
衛
生
的
な
店
は
自

然
陶
汰
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な

る
。

消
費
者
に
よ
る
す
る
ど
い
常

時
監
視
の
目
こ
そ
は
、
最

も
効

果
的
な
衛
生
管
理
の
妙
手
で
あ

る
Ｏい

ま
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い

る
「
一
日
食
品
衛
生
監
視
員
」

は
、
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
「
食
べ
物
の
番
人
」
と

し
て
消
費
者
の
代

表
と
な
り
、

絶
え
ず
食
品
の
製
造
販

売
の
施

設
を
巡
回
し
、’
不
良
品

の
発
見

、
非
衛
生
的
な

施
設
や
取
扱

い

に
す
る
ど
い
目
を
光
ら

せ
て
、

食
品
の
安
全
確
保

に
努
め
る
こ

と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
こ
と
に

結
構
な
ね
ら
い
で
あ
る
か
年
に

一
度
や
二
度
の
実
施
で
は
、
は

た
し
て
モ
の
効
巣
が
期
待
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
、
消
費
者
は
王

様

で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
。
業

者
に
は
ま
た
営
業
権
や
プ
ラ
イ

バ

シ
ー
の
権

も
あ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
業
者
と

消
費
者
が
監
視
者

、
被
監
視
者
と

い
う
よ
う
な
上

下

の
関
係
だ
け
で
な
く
。
伺
じ

社
会
の
生
活
者
と
し
う
対
等
の

立
場
に
立

ウ
て
の
話

し
合

い
に

よ
る
解
決

な
ど
も
考
え
た
い
も

の
だ
。

こ
こ

に
我
田
引
水

に
な
る
か

も
知
れ

ぬ
が
社
会

教
育
の
餌
域

が
あ
る
と
惠
わ
れ
る

。
｛
Ｓ

｝

「老人の日」によせて

老
人
の
座
位
を
尊
重
す
る
こ
と

老
人
を
ど
う
処
遇
す
る
か
・：
同

い
ま
、
老
人

と
い
わ
れ

る
人
は
長
い
間
、
古

い
家

族
制
度
の
な
か
に
ひ

だ
っ

て
き

た
人
た
ち
で
す

。
家

族
制
度
と
い
う
も
の
は
祖

先
の
客
位
を
中
心
に
、

お

よ
そ
六
〇
年
を
も
っ
て
循

環
す
る
制
度
で
し
た
。
つ

ま
り
還
暦

に
な
れ
ば
家
督

を
艮
男

に
譲

っ
て
隠
居
す

る
の
で
す
。

必
ず
し
も
六
〇
と
い
５

こ
と
で
は
な
い
に
し
て
も

、
そ
の
近
所
で
選
手
交
替
を
す
る

の
が
普

辿
で
し
た

、

し
か
Ｉ
ツ
。找
時
代
の
支
配
権
と

い
う
も
の
は
非
常

に
強
く
、
絶
対

に
家
族
を
服
従

さ
せ

る
こ

と
が
で

き
た
も
の
で
す
。
で

す
か
ら
除
居

し
て
も
、
前

の
家
長
で

あ
る
と

か

、
現
在
の
家
長

を
育
て

た
親

だ
と

か
、
家
督
を
譲
っ
て
や
っ
た
と
か

で
、
家
族
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
尊

敬
さ
れ
る
座
を
も

。
て
い
た
の
で

す

。現
在
で
も
地
方
に
よ
っ
て
は
そ

の
名

ご
り
を
み
ら
れ
る
の
で
す
が

、
民
主

主
義
の
社
会
に
お
い
て
は

、
親
子
や
夫
婦
で
あ
る
前

に
、
個

人

と
し
て
、
人
間
と
し
て
改
禀
で

あ
る
と
い
う
社
会
構
造

に
な
っ
た

の
で
す
か
ら

、
従
来
老

人
の
も
っ

て
い
た
座
位
は
失

わ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
老
人

に
は
そ

５
し
た
社
会
の
動
き
と
い
う
も
の

が
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
か
っ
て
の

支
配
的
な
座
位
の
失
わ
れ
る
こ
と

を
懸
念
し
、
ま
た
そ
の
時
代

に
噫

れ
も
す
る
の
で
す
。
か
り
に
理
屈

で
は
そ
の
こ

と
が
わ
か
っ
た
と
し

て
も
、
感
情
の
上
で
は
ど
う
し
て

も
割
り
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の

で
す
。
つ
ま
り
老
人

の
心
の
深
層

に
し
み
こ
ん
だ
家

族
制
度
の
姿
が

性
格
化
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

し

た
が
っ
て
理
川

や
説
得
で
は

反
発
心
こ
そ
お
こ

れ
、
話

し
合
い

が
つ
く
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
で
す
。
そ
こ
で
大
切

な
こ
と

は
、
「
そ
う
し
た
時
代

に
育
っ
た

老

人
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
、

こ

ち
ら
が
理
解
を
も
っ
て
、
「
受

容
」
す

る
こ
と
で
す
。
受
容
と
は

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
で
す

そ
の
よ
う
に
す
る
と
、
老
人

の

心
の
不
安

が
消
え
て
、
反
抗
的

な

心
が
な
く
な
り
、
豊
か
な
気
持
ち

に
な
れ
る
の
で
す
。
豊
か
な
気

持

ち
に
な
れ
ば
、
静
か
に
時
代

の
推

移
や
、
自
ら
の
態

度
を
省
り
み
る

余
裕
が
で
て
き
て
、
か
え
っ
て

新

し
い
時
代
を
認

識
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
受
容
と

い
う
こ
と
は

子
ど
も
の
し
つ
け
の
上
で
も
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
、
自
分
で
自
分

の
姿
を
反
省
し
、
自
分

の
行
動
を

自
分
で
な
お
し
て
い
く
こ

と
に
な

る
手

が
か
り
で
す
。
こ

う
し

た
関

係
は
ち
ょ

っ
と
矛
盾

し
て

い
る
よ

う
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん

が
、
そ
れ
が
人
間
関
係
を
調
整

す

る
大
切

な
一
つ
の
技
術
な
の
で

す

Ｉ
あ
な
た
も
必
要
な
ら
ば
経
験

し

て
み
て
下

さ
い

‘。

修
学
旅
行
拡
思
う

松
　
田
　

和
　
男
　
記

わ
れ
わ
れ
青
年
学
級
生
四
〇
名

（
男
二
四
名
攵

二
（

名

。
は
主
事

先
生
方

に
付
添
わ
れ
、
大
島
、
伊

豆
、
東
京
方
面

の
修
学
旅
行
を
し

た
。
車
中
二
泊
を
合
せ
て
三
泊
二

日

と
い
う
短
か
い
時
間
で
、
ま
こ

と

に
苦
し
い
旅
行
で
あ
っ
た
が
、
・

効
果
も
ま
た
大
き
か
っ
た
）

天
下
に
名
高
い
景
勝
地
で
、
主

目
的
は
今
は
や
り
の
観
光
に
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ

の
大
き

な
ね
ら
い

ば
も
っ
と
あ
っ

た

。
す
な
わ
ち
。
団
体

旅
行

を
通

し
て
社
会
を
理
解
し
、

青
年
の

生

き
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
の

だ

。

従

っ
て

こ
の
計
画

立
案

に
つ
い
て

は
大
い
に
意
を
用

い
、
数
回

に
わ

た
る
役
員

会
や
全
体
会
で
原
案
を

つ
く
り
、
調
査
研
究
を
重
ね
、
学

級
生
一
人
一
人

に
そ
の
趣
旨
を
徹

底
し
た
の
で

あ
る
‥
そ
れ
が
た
め

に
「
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み

ん
な
は
一
人

の
た
め
に
」
と
い

う
考
え
方
が
各
自
の
心
の
中
に
は

っ
き
り
と
き
ざ
み
こ
ま
れ
、
全
員

一
致
協
力
し
、
秩
序
整
然
と
行
動

し
て
そ
の
目
的
が
達
成
で

き
た
の

で

あ
る

。

わ
れ
わ
れ
青
年
は
、
毎
日
父
ほ

を
助
け
て
家
事
に
精
出
す
こ

と
は

も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
け

れ
ど
も

、
将
来
に
夢
を
え
が
き
、
理
想
を

追

う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
二

日
年

が
過
去
に
と
ら
わ
れ
、
目
の
前
の

こ
と
だ
け
を
考
え
、
現
在
に
満
足

し
て
ば
か
り
い
た
と
し

た
ら
、
世

の
中
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
。
そ

れ
が
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
学
習
す

る
の
だ
。
講
義
を
き
き
、
実
験
実

習
を
重
ね
、
読

書
や
視
聴
覚
を
通

し
て
話
し
合
い
、

あ
る
い
は
先
進

地
を
視
察
し
、
社

会
を
見
学
す
る

と
と
に
よ
っ
て
、

各
自
の
考
え
を

た
し
か
め
、
ほ
ん
と
う
の
生
き
た

学
習
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思

う

。
そ
の
意
味
で
こ

ん
ど
の
旅
行

は
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
と
思
５

わ
ず
か
二
時
間
の
船
旅
で
、
半

数
以
上
が
酔
っ
た
こ
と
は
、
海
上

生
活
の
き
び
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
世

界
に
三
つ
と
い
わ
れ

る
、
め
ず
ら

し
い
火
山

、
三
原
山
の
活
動
の
姿

を
見
て
は
、
自
然

の
神
秘
と
偉
大

さ
に
う
た
れ
た
。
熱
川
町
の
。（

ナ

ナ
ワ
ニ
園
、
大
室
山
の

シ
ヤ
ポ
テ

ソ
公

園
は
及

ぶ
限
り
の
ち
え
と
力

を
し
ぼ
っ
て
の
自
然
の
再
現

だ

、

東
京
代

々
木
の
国
立
競
技
場
や
屋

内
体
育
館
な
ど
を
見
て
は
、
一
年

前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
思
い
出

し

、
な
つ
か
し
さ
を
感
じ
た

、
時
間

が
な
い
の
で
ど
れ
も
こ
れ
も
か
け

あ
し
見
学
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
お

ち
つ

い
て
阯
た
い
も
の
ば
か
り
で

あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
激
変
す
る

社
会
に
右
往
左

往
す
る
こ
と
な
く

、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
た
ち
が
、
現

在
以
上
の
困
難

を
の
り
こ
え
て
築

き
あ
げ
て
来

た
姿
に
接
し
「
し
っ

か
り
し
ろ
」

と
尻
を
た
た
か
れ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
あ
ま
り
に
大

き
な
お
題
目
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
過

去
を
考
え
、
将
来

を
見
通
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
具

体
的
な
問
題

と
と
り
く
ん
で
、
地

道

に
進
も
う
で

は
な
い
か

（

青
年
学

級
運
営
委
員
長

）

婦
人
学
級
便
り

＠
連
絡
協
議
会
生
ま
れ
る

五
・
六
年
前

か
ら
各
方
部
の
部

落

毎
に
部
落
婦
人
学
級
が
作
ら
れ

、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
向
っ
て
学

習

し
て
参

り
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ

ん
深
く
学
ん
で

い
る
う
ち
に
連
絡

協
議
会
の
必
要
を
感
じ
、
去
る
八

月
一
日
役
場
会
議
室
で
総
会
を
開

き
こ
れ
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

記

一
、
名
称
　

国
見

町
婦
人
学

級
連

絡
協
議
会
（
略
様
　

婦
学
協
）

一
、
事
務
局
　

国
に見
町
公
民
館
内

に
お
き
ま
す

一
、
目
的
　

国
見
町
内
の
各
婦
人

学
級

が
連
絡
協
調
を
は
か
り

、
婦
人
教
育
を
と
お
し
て
明

る
く
住
み
よ
い
社
会

の
建
設

に
寄
与
し
ま
す

一
、
事
業
　

右
の
目
的
を
達
成
す

る
た

め
に
次
の
よ
う
な
事
業

を
行

い
ま
す
。

皿
連
絡
懇
談
会

②
指
導
者
の
研

修
と
養
成

即
会
報
の
発
行

㈲
学
級
生
大
会
の
開
催

圓
そ
の
他
こ
の
目
的
達
成
に
必

要
な
事
業

一
、
組
織
　

国
見
町
内
の
婦
人
学

級
を
も
っ
て
組
織
し
ま
す
。

一
、
役
員
　

任
期
は
一
年
で
再
選

は
さ

ま
た
げ
ま
せ
ん
。

倒
会
長
　
　
　
　

一
名

叨
副
会
長
　
　
　

二
名

咄
常
任
委
員
　
　

五
名

㈲
協
議
員
　
　

若
干
名
（
学
級

委
員
長

が
あ

た
る
）

向
監

事
　
　
　
　

五
名

㈲
書
記
　
　
　
　

三
名

叨

会
計
　
　
　
　

二
名

会
則

に
よ
り
選
挙
し
た
結
果
、
石

母
田

の
菊

地
節
子

さ
ん
が
会
長
に

選

ば
れ
、

そ
の
他

の
役
員
も
次
の

よ
う
に
き

ま
り
ま
し

た
。

会
長
　
　

菊
地
　

節
子
石
母
田

副
会
長
　

吉
汨
ト
モ
子
　

旭

渡
部
　

サ
カ
　

高
城

常
任
委

員
佐
藤
　

久
子
太
田
川

高
槓
　

ア
サ
　

山
崎

森

林
美
津
江
母
の
会

松
浦
　

愛
子

大
木
戸

小
林
　

淑
子
　

大
枝

監
事
　
　

大
内
　

久
子

泉
田
上

菊

地
よ
す
之
石
母
田

菊
地
　

昌
子

塚
野
目

八
島
　

ア
キ
　

高
城

鈴
木
　

ヤ
イ
　

川
内

書
記
　
　

菅
野

キ
エ・
子
　

小
坂

″
　
　

谷
津
　

貞
子
　

駅
前

か
　
　
　

羽
賀
　

え
い
　

び

会
計
　
　

佐
藤
　

京
子
　

大
町

―
　
　
　

板
橋

セ
ツ
子
　

並
柳

来
年
の
入
学

者
数

毎

年
秋
、
小

学
校
の
運
励
会
に

は
翌

年
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
が

招
待

さ
れ
る
が
、
今
年
の
該
当
者

数
は
次
の
と
お
り
で
あ

る

全
員

も
れ
な
く
、
調

べ
て
あ
る

は
ず
だ
が
、
も
し
運
動
会
の
通
知

が
な
い
時
は
。
小

学
校

か
、
町
の

教
育
委
員
会
事
務
局

に
申
し
出
て

い
た
だ
き
た
い
。
（
教

育
委
員
会
）

小

坂

小
　
　
　

三
一
名

藤

田

小
　
　
　

八
一
名

森
江
野
小
　
　
　
　

三
六
名

大
木
戸
小
　
　
　
　

三
八
名

大
技
小
（
国
見
町
）
二
四
名

計
　
　
　
　
　

ニ

ー
○
名

み
ん
な
そ
ろ
つ

て
町
体
へ
ど
う

ぞ
今・

十
月
三
日

の
町
民
体
育
大
会

に

は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
、
隣
近
所

さ

そ
い
合
っ
て

、
み
ん
な
で
楽
し
く

参
加
し
ま
し
よ
う
。

Ｏ
各
団
体
の
種
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ

団
体
毎
に
中
込
ん
で
く
だ
さ
い

○
一
般
種
目
に
は
、
そ
の
う
ち
隣

組
回
覧
が
ま
い
り
ま
す
か
ら
、

忘
れ
ず
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い

①
一
〇
〇

メ
ー
ト

ル
レ
ー
ス
女

④
二
〇
〇

メ
ー
ト

ル
レ
ー
ス
男

④
お
し
ど
り
レ
ー
ス
（
夫
膂
で

二
人
三
脚
す
る
）

の

豊
年
踊
り
（
最
後

忙
み
ん
な

で
ゃ
り
ま
し
よ
う
。
郷
土
に

伝

わ
る
盆
踊
り
で
す
。
お
ぢ

い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
っ
し
よ
に
踊

っ
て
く
だ
さ

い
）
④
は
申
込
ま
な
く
と
も

ＩＩ
　Ｉ

よ
い
。

○
職
場
リ
レ
ー
礼
は
、
職
域
毎
で

も
結
構
で
す
。
お
菓
子
屋
チ

ー

ム
、
理
髪
や
チ
ー
ム
、
魚
や
チ

ー

ム
…
……
な
ど
た
く
さ
ん
ほ
し

い
も
の
で
す
。

○

と

し

よ

り

も

仲

間

に

入

れ

て

話

し

合

い
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